


表紙写真の説明

標高2500ｍ立山室堂の散策路にて。先人達の苦労を偲ぶ。

後方に望む山は浄土山。

（長野支部 小池 純平会員 撮影）

土地家屋調査士倫理綱領

１ ． 使 命

不 動 産 に 係 る 権 利 の 明 確 化 を 期 し 、

国 民 の 信 頼 に 応 え る 。

２ ．公 正

品 位 を 保 持 し 、 公 正 な 立 場 で

誠 実 に 業 務 を 行 う 。

３ ． 研 鑽

専 門 分 野の 知 識 と技 術 の 向 上を 図 る 。
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就 任 の 挨 拶

会 長 宮 下 照 也
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平成21年度の第61回定時総会において「凸凹

の凹（デコボコのボコ）」だった長野会を全国

レベルにまで引き上げられた小出名誉会長の後、

重き使命を引き継ぎ、会長に選任いただきまし

た。

連合会での１期と本会副会長としての１期計

４年経験から、「土地家屋調査士制度を将来へ

如何に継続させるか」と言う不安感を抱き、こ

れを命題に任期を全うしようと決意しました。

平成元年は600名ほど居た本会会員数も、本年

の５月には451名（法人会員含む）となり、こ

の20年の間に約４分の１も減少している状況は、

調査士制度に対する国民の認知度の低さを窺わ

せるものでもあり、「会員業務は高い社会的評

価を受けている。」との連合会役員の言葉は、

一般国民へ目を向けたものでなく業界関係者や

一部の政治家・官僚が理解を示すだけであり、

また、この様なことが若者を中心として魅力あ

る職業であると捉えられず、受験者数の減少に

もつながっている要因と思えるため、「国民へ

の制度広報」を本会事業の最重点課題として取

り組みたいと考えています。

本年度は、新役員全員による初事業とし前回

役員による理事会で決定事項である、長野県公

共嘱託登記土地家屋調査士会協会の協力による

「世界測地系第Ⅷ系原点標識設置の記念式典」

（連合会会報５月号に詳細記載）の開催、及び

近日中ADR認証取得による新聞・マスメディ

アを媒体とした広告、並びに、ADR制度・筆

界特定制度のPRを兼ねて土地の境界に関する

市町村での無料相談会の開催等を検討しており

ます。

次に継続事業となりますが、土地の境界に関

する唯一の専門家（国家資格者）として資質の

向上のため「会員研修のより一層の充実」図り

たいと考えております。

具体的にはＤＩＤ地区での測量技術の平準化

や裁判外紛争解決制度（ＡＤＲ）・筆界特定制

度に係る知識の習得、オンライン申請利用促進

（平成22年１月から登録免許税の軽減措置の施

行の予定）の為研修会をその重要度に応じて順

次計画していきます。

また、公嘱協会とのより一層の連携、法務局

と司法書士会による三者協議会の復活、弁護士

会・行政書士会・建築士会・測量士会・宅建業

界等隣接関連専門業界との連携を順次模索して

ゆくつもりですが、これら事業の推進は限られ

た予算の範囲となるため、計画についてはこれ

を十分考慮に入れコンパクトで充実した内容と

なることを念頭において検討しておりますので、

会員皆さんの叱咤・激励による参加・協力が不

可欠ですのでよろしくお願いします。

最後になりますが100年に一度の景気の最悪

の状況下、会員各位のご健勝と活躍を祈ります。



着任のごあいさつ

長野地方法務局長 山 本 寧
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れましたが、このような年に勤務できる奇縁に

限りない喜びを感じている次第です。

さて、現在、我が国は、昨年秋以来、アメリ

カに端を発した金融危機による世界的な経済不

況の影響を受け、大変厳しい経済情勢が続いて

おりますが、そのような中、社会に新たな活力

を与え、生活の質を高め、国民本位の行財政へ

の転換を図るべく、あらゆる面での改革が進め

られているところです。

法務局の組織及び業務について言えば、定員

の純減、支局・出張所の統廃合、乙号事務の包

括的民間委託による合理化、登記申請のオンラ

イン利用促進による業務のスリム化等が挙げら

れます。

当局に関しましては、本年４月１日からは競

争の導入による公共サービスの改革に関する法

律に基づき、乙号事務の包括的民間委託が本局、

上田支局及び諏訪支局で開始されており、今後

も、順次、拡大される予定となっております。

登記のオンライン申請につきましては、昨年１

月15日から、特例方式による申請が認められ、

また、登記事項証明書等の交付請求も、オンラ

イン申請において、いわゆる私書箱方式あるい

は窓口における交付方式が導入されるなど、徐々

にではありますが、より利用しやすくなるよう

本年４月１日付けをもって吉崎前局長の後任

として、法務省大臣官房秘書課から着任いたし

ました。どうぞよろしくお願いいたします。

長野県土地家屋調査士会の皆様には、平素から

当局における法務行政の適正かつ円滑な運営に

格別の御支援と御協力をいただいていることに

対し、この紙面をお借りして厚く御礼申し上げ

ます。

簡単に自己紹介をさせていただきますと、出

身は北海道で、横浜地方法務局を振り出しに法

務大臣官房秘書課、法務省人権擁護局、衆議院、

法務省人権擁護局、長崎地方法務局、神戸地方

法務局、再び法務省大臣官房秘書課を経て、長

野地方法務局に勤務することとなりました。

長野局勤務は初めてではありますが、これま

で海に面した港町ばかりを勤務してきたことも

あり、周りを山々に囲まれ、自然が美しく息づ

いている信州の地は感嘆の一言でした。

また、信州といえば、蕎麦が名物の１つとし

てあげられますが、私自身、蕎麦が好物であり、

機会を見つけて、県内各地の蕎麦屋巡りをした

いと思っています。

さらに、今年は７年に１度の善光寺御開帳の

年にも当たり、期間中、673万人にもおよぶ観

光客が参拝に訪れ、賑やかな沿道の光景が見ら



会長退任に当たって

名誉会長 小 出 國 正
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改善がなされています。

加えて、平成22年１月１日から施行予定の登

録免許税の軽減措置につき，建物の所有権保存

の登記申請にあっては，当該建物の表題登記の

申請をオンラインにより行ったものに限って適

用されることになっております。従いまして、

これからは、表示の登記につきましても、オン

ラインによる申請を推進していくことが重要で

あり、今後とも、利用しやすい環境作りと利用

促進に、積極的に取り組んで参りますので、同

制度の活用拡大に特段の御理解と御協力をお願

い申し上げます。

また、地図情報システムにつきましては、既

に本局、諏訪支局、上田支局、佐久支局及び伊

那支局において運用を開始しており、本年度は

松本支局及び飯山支局で順次稼働する予定となっ

ております。

さらに、本年度、松本支局管内の沢村地区で

登記所備付地図作成事業が実施されますが、こ

れら地図関係の諸施策の推進には，貴会の皆様

方の御協力が不可欠であります。

今日、このような変革の時代にあって、長野

地方法務局においては、その果たすべき使命を

自覚し、法務局に寄せられる声に真摯に耳を傾

け、地域住民の皆様の負託に応えるため、今年

度も「親しまれ信頼される法務局を目指します」

を基本方針とし、職員一丸となって諸施策の推

進に努力していく所存でございますので、引き

続き、会員の皆様の御理解と御協力を賜ります

ようお願い申し上げます。

最後に、長野県土地家屋調査士会の益々の御

発展と会員の皆様の御健勝、御活躍を祈念申し

上げ、私の着任の挨拶とさせていただきます。

三期六年という長きにわたって会長職を務め

てまいりましたが、ようやく本年度総会終了を

もって退任させていただきました。

これといった実績を残すこともできませんで

したが、役員をはじめとした会員各位のご理解

ご協力のおかげで、大過なく過ごさせていただ

きました。

顧みれば、平成５年に本会理事に就任した

早々、一期二年の理事任期が終わったなら、

支部長職から続いている役職から足を洗うの

だと、勝手に自分の行く末を決めていたとこ

ろではありましたが、長野支部選出の先輩副

会長の突然の退任により、その後を継ぐ結果

となりました。
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たり、あるいは、地域エゴをむき出しにして、

県下全体の実情に目を向けようとしなかったり

して、理事職としてふさわしいとは決して言え

ない時期があったことは間違いないと思います。

この旧弊を改めるため、理事職は先進会に学

ぶとともに、本会のために自ら考え実行し汗を

流すことを要求してまいりました。

今から考えれば、自らの無能を省みない厚顔

な要請で、汗顔の至りではありますが、それに

もかかわらず、一緒になって熱心に会務に取り

組んでいただいた役員諸氏に対し、改めて感謝

を申し上げます。

ところで、各種制度改革は一段落しましたが、

まだまだ油断は出来ません。

いまだ資格者制度見直しについての議論は続

いていますし、改善の見通しのない現今の不景

気で、食えない会員も出てくる恐れもあります。

調査士国家試験受験者の減少も気になるところ

です。

調査士制度が今後とも絶対安泰とは決して言

い難い中、新年度は、宮下会長を先頭とし、新

体制のもとに発足いたしました。

その活躍にご期待申し上げますとともに、私

も一会員として今後も微力ながら、制度を支え

て行きたいと考えております。

なお、去る４月29日、現職会長であったにも

かかわらず黄綬褒章受章の栄に浴することがで

きました。これもひとえに会員各位のご指導ご

支援の賜であると、深く感謝を申し上げます。

今までお力添えを頂いた各種役員・委員、会

員の皆さまに改めて深く感謝を申し上げ、退任

のご挨拶といたします。

その後は、その当時の会長の補佐に専念して

まいりましたが、平成13年、日本土地家屋調査

士会連合会の理事に推薦され、一期二年連合会

通いを続けてまいりました。

この当時の連合会長西本孔昭氏の叱咤激励と、

井の中の蛙が広い世間を垣間見た時の衝撃が、

その後の私の進路を変えたと言っても過言では

ないと思っております。

連合会報を丹念に読んでいれば、全国の単位

調査士会の様子が解らないことはありませんが、

連合会において、間近に他会の先進性・積極性

を見聞したときのカルチャーショックはかなり

強いものでした。

連合会での業務は非常に厳しいものである一

方、その任務を楽しんでいた部分もありました

が、上記のショックがかなり強く、早く地元へ

戻って長野会を立ち直らせなければならない、

という自分勝手な思い上がりと、もう一つは、

私のことば不足から、連合会を辞めて本会会長

に就任したいのではないかとの誤解を周囲に与

えたことから、やむなく会長就任となった経緯

があります。

過去の本会役員は、支部の中でもそろそろ順

番が回ってきたので、本会の副会長あるいは理

事になる時期だ、といういわゆる ｢ほっぺた回

し｣ に役員が推薦される事例が続いてきていた

ように感じます。

少なくとも、役員は進んで創意工夫し、制度

の維持発展のため、会務に専念するのが仕事で

あるはずを、ただふんぞり返って事務局に仕事

の指示をするだけとか、または、出身支部の

（あるいは自分自身の）苦情伝達役に徹してい



役員退任の御挨拶

前副会長 藤 森 英 俊
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皆様のご協力を頂きこのたびの総会を持ちま

して無事広報担当副会長を退任させて頂きまし

た。

２年間、長野会としての広報活動に携わって

参りました。昨年４月に全国で30番目に設立さ

れた「境界問題解決支援センター長野」設立を

機に「ＡＤＲ」又、「土地家屋調査士の業務」

等、沢山の予算をかけ新聞広告を実施してきま

したが効果に即効性が感じられなく、広報活動

はつくづく気長に時間をかけてゆっくり進めな

くてはならないと実感しました。

来年度は調査士制度制定60周年を迎えます。

しかし、その職名や業務の内容は一般的に、ま

だ理解されていないように思われる。先日も物

知りとして自負している人に建物の登記を依頼

され、登記完了後書類を届けたところ「調査士

も登記が出来るのか」と言われがっかりしてい

る。登記は全て司法書士が行うものだと、彼は

信じ込んでいるのである。これは我が会が従来

より調査士制度啓蒙のために行ってきた登記相

談等の活動が他の業種と合同で行われる事が多

く、「調査士」単体で行われることが少なかっ

たのでは？

今後はどうしても調査士会独自の啓蒙活動と

することが必要と考える。現在隣接の士業が、

その職名、業務の内容ともに一般的には相当の

理解を受けているのに比して誠に残念である。

今年度広報の事業計画及び予算に盛り込んで

ある、県下各地において市町村と連携していた

だき土地家屋調査士自前の「無料登記相談」あ

るいは「土地の境界問題についての相談会」を

実施し、地味ではあるが他の隣接業の行う無料

相談とは一線を期した特長ある調査士会の事業

を是非立ち上げ制度の啓蒙を図っていただきた

い。

個人的には、広報のために日調連の総会に出

席する機会を得たことは有意義であった。

新宿の京王プラザホテルにて全国より代議員

が集い調査士会の運営、将来について決定する

最高会議である。それぞれの担当者が熱心に研

究し、企画されているのは理解できるのだが、

何かそれが一般の調査士の日々の業務の中での

悩み・希望と、目指すところがことのほか乖離

しているように感じた。やはり会の運営は地に

足を着け、国民から名実ともに認知をうけた制

度を定着させるよう望むところである。形式、

規則にばかりに目を向けず調査士会と会員の将

来に重きを置いたものにしたい。

「会報ながの」の発行については原稿の依頼

に対し快く寄稿いただき心より感謝いたします。

今後もっと多くの会員が誌上で意見を発表し、

より良い長野会の運営に寄与されたいと思いま

す。

多くの方々の協力を得て任務を全うできたこ

とに対して御礼を申し上げ、益々の長野会の発

展をお祈りし退任の挨拶と致します。
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副会長就任のごあいさつ

副会長・業務研修部長 芦 澤 文 博

この度の総会において、南信地区からの推薦

を受け副会長を拝命いたしました。宮下会長の

新体制の下、会長を支えて全力で務めたいと思っ

ています。今期は、会長の方針により副会長・

部長制となり、業務研修部長も兼任することに

なりましたので、更に責任の重さを感じていま

す。

昨年まで４年間業務研修部担当理事として、

またこの２年間は、日調連理事としても務めさ

せていただきました。この間多くの方々と出会

い、違った世界でたくさんの貴重な経験をさせ

ていただいたことにお礼を申し上げます。どこ

まで力を尽くせたか疑問ではありますが、この

経験を活かして少しでも長野会のために貢献で

きるよう務める所存です。

業務研修部の分掌する分野は、範囲が広くか

つ会員の日常業務に直接関係する重要な事項が

たくさんあります。昨年度からの承継事項とし

て、調査測量実施要領の継続的な学習と93条調

査報告書や報酬問題との関係の研究、オンライ

ン申請促進、地図・地籍情報や基準点に関する

事項、更に境界鑑定や筆界特定とADRの関係

等々について取り組んでまいります。

研修については、その目的や到達目標をでき

る限り明確にして、会員の資質の向上のための

有意義な研修会を実行できるように計画してい

きたいと考えています。 昨年試行しました土

地家屋調査士ＣＰＤ（専門職能継続学習）につ

いても、今後の本格的な運用、活用に向けてさ

らに検討してまいります。

このように、業務研修部の仕事だけを考えて

みても、お受けした役職の責任の重さを痛感し

ております。まして副会長本来の職務となると、

まだしっかり認識できておりませんが、現在の

ように業務環境が厳しい状況下にあっては、会

の運営にも柔軟で多面的な発想が必要だと思い

ます。会員の皆さんからの多くのご意見やご指

摘をいただきながら頑張って参りたいと思いま

す。２年間どうぞよろしくお願いいたします。



副会長就任にあたり

副会長（総務部担当） 上 原 兼 雄
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去る５月22日の県の総会において、再度、副

会長の選任を受けました。

前期は、小出会長のもと１期２年にわたりま

して総括財務担当の副会長を務めさせて頂きま

した。

今回は、総務担当を２年間務めさせて頂きま

す。

現在、私達土地家屋調査士を取り巻く状況は、

昨年来の世界的な不況により大変厳しいものが

あります。特に、我々が直接関わる建設及び不

動産業界は、昨年にとどまらずかなり以前から

低迷が続き、今回の100年に一度と言われてい

る大不況と併せ底抜け感さえもする状況下にあ

ります。会の予算におきましても、ここ数年来

の事件数の減少により証紙の売上数も減少傾向

であり、予算を組むのにも財務において難儀を

した次第です。

会員個々におかれましても、事件数の減少は

直接自己の生活や事務所経営に響くものであり、

今後の景気動向が一段と危惧されるところであ

ります。会の安定的な運営を図るには定額会費

をお願いすべきでありますが、昨年の執行部に

おいて比例会費を廃止として、定額会費へ移行

の検討も行いました。しかしながら昨年来の不

況下、個々の会員の皆様に更なる御負担を強い

ることは、会員皆様の御理解を得るのは難しい

だろうとの結論になり、再度検討を要するとの

事で、今後引き続き財務、総務部の双方におい

て検討することになっております。また、これ

に併せ経費の節減を行うことは当然のことと考

えおります。

現在、総務部では、みなし退会の規定につい

ても検討をおこなっております。

一部の会員の会費未納等があり、事務局にお

いて事務処理を行う上でも大変不都合を生じて

おります。今後、みなし退会の内容を検討の上、

整備し早急に対応できるよう考えております。

この六月に東京で開催されます日調連の総会

に土地家屋調査士倫理規程が提案され、決議さ

れるものと思われます。この倫理規程は、私が

土地家屋調査士として、又、資格所有者として

業務を行っていく上で当然自ら自覚し守らなく

てはならないものでありますが、連合会総会の

決議を受け、長野会としても会則の中にどのよ

うに規するか、総務部会の中で検討を行い会員

の皆様に早急にお知らせしなければならないこ

とであります。

事務局も塚田前局長の定年に伴い関局長に代

わり、しばらくの間は事務局の事務処理も会員

の皆様に色々と御迷惑をおかけすることも多い

と思いますが、総務部として事務局との連絡を

密にして事務処理等を迅速に処理できるよう心

がけていく所存であります。総務担当副会長と

して、宮下会長のけじめある会務運営を支えて

いく所存でありますので１期２年間、会員お一人

お一人の御協力と御鞭撻を宜しくお願いします。
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日時 平成21年５月22日（金曜日） 午後１時45分開会

場所 松本市里山辺527 松本美ヶ原温泉 ホテル翔峰

北澤理事の司会により上原副会長が開会を宣言する。

冒頭、司会者より議長選任について議場に諮ったところ、司会者一任の発言があり、司会者は、

議長に木曽支部越取淳一会員を指名した。

議長登壇

副議長、議事録作成者、議事録署名人を指名します。

副 議 長 木曽支部 原 秀一 会員

議事録作成者 木曽支部 深澤 臣夫 会員

松本支部 田中 芳典 会員

議事録署名人 木曽支部 今井 洋明 会員

松本支部 田中 昇 会員

副議長登壇する

議長－挨拶

副議長－挨拶

議長－出席状況の報告を求めます。

副議長－本大会の出席者数を報告します。

会員総数449名

本日の本人出席数170名、委任状提出者196名

合計366名でございます。

議長－以上により、組織会員数の過半数が出席していますので、会則第46条特別決議の要件を満た

し、本総会は適正に成立しました。

議長－議事日程は、総会召集通知のとおり、本日午後３時45分とまでとし、上程議案は、総会資料

記載のとおりとします。本総会議案書に字句等の訂正がありますので、執行部より説明願い

ます。

北澤理事－目次の審議事項、第５号議案50～51ページを76～77ページに、参考資料52ページを78ペー

ジに訂正願います。続いて18ページの平成20年度各種会議等開催回数一覧表の合計数ですが、

後ほど会報にて皆様に報告いたします。

議長－報告事項及び第１号議案を一括付議することに異議ありませんか。

会場－異議なしの声

議長－異議なしと認めます。報告事項 平成20年度会務及び事業報告の件、第１号議案 平成20年

度収入・支出決算書承認の件を議題とします。提案者の説明を求めます。

上島副会長－報告事項 平成20年度会務及び事業報告の件の報告
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各部の事業報告

総 務 部 荒井総務部長

業務研修部 松本業務研修部長

広 報 部 奥原広報部長

議長－ここで、監事の監査報告を求めます。

北村監事－監査の結果いずれも適正正確に処理されていることを報告します。

議長－ただいまから質疑・応答に入ります。質疑は議案ごと順に発言を許可します。質疑者は所属

支部名、氏名を述べた後、発言してください。第１号議案 平成20年度収入・支出決算書承

認の件を原案どおり決定することに異議ありませんか。

会場－異議なしの声

議長－異議なしと認めます。第１号議案は原案どおり決定されました。次に第２号議案 平成21年

度事業計画（案）決定の件、第３号議案 平成21年度収入・支出予算書決定の件、以上、議

案２件を議題とします。各件について提案者の発言を求めます。

上島副会長－第２号議案 平成21年度事業計画（案）決定の件を説明

小山財務部長－第３号議案 平成21年度収入・支出予算書（案）の件を説明

議長－ただいまから、質疑・応答に入ります。質疑は議案ごとに発言を許可します。

小林会員－伊那支部の小林宏美です。事業計画の研修についてですが、昨年、伊那支部の役員をやっ

ていた中で、研修会の日程等が支部の日程と重なることがあり、調整するのに苦労しました。

例えば、研修が何月頃とか何月何日にやるとわかれば－番ありがたいです。いつ位にどんな

内容の研修会をやるとか計画が立てられないものなのでしょうか。議案書を見る中では、何

月にどういう研修会をやるのかという事までは議案されていないみたいですが、そういった

事も是非、今回の総会後の理事会の中で検討されて、各支部に早い時期に知らせてほしいと

思います。とても大事なことだと思うので、よろしくお願いします。私も極力参加しようと

思っておりますが、研修に毎回参加できないという会員も中にはいる様な気がします。それ

から、業務研修部の「報酬に関する調査及び研究」という項目がありますが、具体的にはど

のような事をされているのかわかる範囲で結構ですのでお答えいただきたい。

議長－以上をもって、質疑を打ち切りとし、これより執行部の答弁を求めます。

松本業務研修部長－伊那支部の昨年の件は私も存じております。本年はすでに「会報ながの」等に

も掲載いたしましたが、会場としては松本の文化センターで７月８日（水曜日）、11月17日

（火曜日）を抑えております。研修内容としては相馬先生の講師で行う予定となっておりま

す。二件目の講習会に関してですが、43ページの１．業務に関わる調測要領の継続的学習、

５．93条不動産調査報告書の継続的啓発、８．報酬に関する調査及び研究の３核で全ての項

に一致するという事で、昨年度「92条の調査測量実施要領」を今回制定するという事で勉強

会を全員参加型で始めております。その要領が93条に繋がっていく事、そしてそれが報酬に

繋がって行く。それを皆で共有していくという事をわかっていただきたい。これで93条の重
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要性がわかり、報酬が確立されていく。本年度は皆で中身を決めていく事でガッチリとした

本会を皆さんと共に作り上げていきたいと思っております。

議長－よろしいでしょうか。

小林会員－ありがとうございました。

議長－以上をもって答弁を打ち切り、これより採択にはいります。第２号議案 平成21年度事業計

画（案）決定の件を原案どおり決定することに異議ありませんか。

会場－異議なしの声

議長－異議なしと認めます。続いて第３号議案 平成21年度収入・支出予算書（案）の件を原案ど

おり決定することに異議ありませんか。

会場－異議なしの声

議長－異議なしと認めます。第３号議案は原案どおり決定されました。次に、第４号議案 本会会

則92条調査測量実施要領を定める件を議題とします。提案者の説明を求めます。

松本業務研修部長－本会会則92条調査測量実施要領の説明。

議長－ただいまから質疑・応答に入ります。質疑のある方は挙手をお願いします。

熊谷会員－松本支部の熊谷良樹です。「街区基準点測量実施マニュアル」の作成を要望いたします。

議長－そのほかに質疑のある方。

内山会員－長野支部の内山威です。一つ確認させていただきたいのですが、59ページ第28条の上記

の表なのですが、26条と非常にかけ離れていると思います。どのような考えで記載している

のでしょうか。自分で自分の首を絞めかねません。その為に誤差というものが認められてい

るのではないのでしょうか。あまりにも厳しく設定しすぎているように感じます。

議長－そのほかに質疑のある方、いらっしゃらないようなので、以上をもって質疑を打ち切りとし、

これより答弁にはいります。

松本業務研修部長－熊谷会員からの要望は承りました。今回の件に関しご協力をいただければと思

います。よろしいでしょうか。

熊谷会員－ありがとうございます。

松本業務研修部長－続きまして、28条の件ですが、単位をあらわしているものです。下の運用のと

ころにあります「土地建物実地調査要領」というのは地方法務局に掲載されているものとリ

ンクさせるように書いてあるものを掲載させていただきました。

内山会員－今の説明ではわかりかねます。例えば、座標値が㎜単位になれば面積は７桁まで出す意

味がないのではないでしょうか。それにこのように厳しいものが世の中の指針とされても困

ります。

松本業務研修部長－ここに標準とありますので参考にしていただければいいと思います。しかし、

紛らわしいようであれば、私の考えなのですが28条は削除させていただきます。

議長－では、ただいまの件につきまして提案がありました第28条ですが、削除をしたほうがいいの

か否か採決をとりたいと思います。
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蓑輪会員－ハイ。上田支部の蓑輪佳明です。この件については皆さん研究されていると思います。

総会で決議された後の有効性というのは適時変わる物なのでしょうか。それに、この件を総

会でなぜ決議しなければならないのでしょうか。今後、このような事があった場合、変更す

るにはどのような手続きが必要なのか説明していただきたいと思います。

松本業務研修部長－75ページの98条「要領の改廃」にあります。『この要領を改廃するときは理事

会の決議を経なければならない』ということであります。

蓑輪会員－では、いったん決めたからといって変更が出来ないというものではなく、有効性があり、

会員や国民のためになることであれば理事会で廃止が出来たり変更も出来るというふうに理

解してもかまいませんね。

議長－今後、色々と問題点があれば、新体制がスタートをしますので各支部を通じて理事会へ問題

提起をしていただきたいと思います。それでは以上をもって答弁を打ち切り、これより採択

にはいります。本会会則92条調査測量実施要領を原案どおり決定することに異議ありません

か。

会場－異議なしの声

議長－第４号議案 本会会則92条調査測量実施要領は原案どおり決定されました。

会場－28条は削除しないのですか。しないのなら、先程の発言はどう捉えればいいのでしょうか。

議長－それでは28条を削除したほうがいいと思う方、挙手をお願いします。しないほうがいいと思

う方、挙手をお願いします。ただいまの結果、削除したほうがいいと思う方が多数でしたの

で、28条については削除ということで再び採決をとりたいと思います。第４号議案 本会会

則92条調査測量実施要領を変更案とおり決定することに異議ありませんか。

会場－異議なしの声

議長－第４号議案 本会会則92条調査測量実施要領は変更案どおり決定されました。次に第５号議

案 役員改選の件を議題とします。提案者の説明を求めます。

議長は本議案を上程して提案者の説明を求め、会長から提案理由が説明された。

議長は佐藤選挙管理委員長に報告を求めたところ、佐藤選挙管理委員長は、役員等選任規則に基

づき、４月10日告示、５月８日立候補を締め切ったところ、立候補者数が平成20年12月25目開催の

理事会で定めた会員選任数以内であったため、役員等選任規則第26条の規定に基づき、立候補者全

員を無投票当選とした。また定数に満たなかった理事１名については、選任規則第30条の規定に基

づき、選考委員から選考させた旨を述べて議長へ名簿を提出する，議長は受け取った選任名簿を読

み上げ、役員等選任規則第28条に基づき以下のとおり指名を告知。

会 長 宮下 照也 会員（松本）

副 会 長 上原 兼雄 会員（長野）

上島 孝雄 会員（上田）

芦澤 文博 会員（飯田）

理 事 北澤 正夫 会員（長野）
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理 事 佐藤 惠明 会員（長野）

海野 正寿 会員（飯山）

蓑輪 佳明 会員（上田）

前田 博志 会員（佐久）

武井 邦夫 会員（諏訪）

中塚 憲 会員（伊那）

金田 政孝 会員（飯田）

竹内 喜英 会員（松本）

丸山 和重 会員（松本）

菅澤 徹夫 会員（大町）

選任された理事 松本 誠吾 会員（長野）

監 事 小池 憲造 会員（長野）

村松 誠一 会員（上田）

宮本 恒政 会員（諏訪）

網紀委員 市川 義雄 会員（飯山）

宮下 和美 会員（上田）

中川 郁雄 会員（佐久）

井出 勇 会員（諏訪）

井口 正義 会員（伊那）

小泉 栄一 会員（松本）

深澤 臣夫 会員（木曽）

以上、拍手多数で承認された。続いて議長は役員等選任規則第35条に基づいた会長指名理事２人

の氏名 荒井正行会員（長野）、伊藤正彦会員（上田）を読み上げ、議場に諮ったところ拍手多数

にて承認された。

議長退任－議長は全ての議案審議が終了したことを宣言し、出席者の協力に対し礼を述べ、副議長

と共に降壇した。

司会者により上島副会長に閉会の辞の指名がなされ、上島副会長が閉会を宣言し、午後３時45分

定時総会は閉会した。

この議事録の正確なことを証するため、議長及び議事録署名人は署名捺印する。

議 長 越 取 淳 一

議事録署名人 今 井 洋 明

議事録署名人 田 中 昇
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№ 項 目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

37 日 調 連 総 会 1

38 日 調 連 役 員 会

39 日 調 連 研 修 会 1 1 2

40 日 調 連 広 報 担 当 者 会 同 1

41 日 調 連 境 界 鑑 定 研 究 講 座

42 全 国 会 長 会 議 1 1

43

44

45 関 ブ ロ 定 例 総 会 1

46 関 ブ ロ 会 長 会 議 2 1 1 1

47 関 ブ ロ 監 査 会 1 1

48 関 ブ ロ 研 修 委 員 会 1

49 関 ブ ロ 総 務 担 当 者 1

50 関 ブ ロ 広 報 担 当 者 1 1

51 関 ブ ロ 業 務 研 修 担 当 者 1

52 関 ブ ロ 新 人 会 員 研 修 会 1

53 関 ブ ロ 財 務 担 当 者 1

54 関ブロ内会長･日調連選出役員打合会 1

55 関 ブ ロ 会 長 ･ 公 嘱 理 事 長 打 合 会 1

56 関 ブ ロ 会 長 ･ 政 連 会 長 打 合 会 1

57 関 ブ ロ 管 内 単 位 会 定 時 総 会 8

58 関 ブ ロ 管 内 単 位 会 研 修 会

59 関 ブ ロ 親 睦 ゴ ル フ 大 会 1

60 関ブロオンライン登記申請促進担当者会同 1

61 長 野 地 方 法 務 局 打 合 ･ 式 事 2 1 1 1 1 1

62

63 一 日 合 同 行 政 相 談 所 1 1 1

64

65 そ の 他 研 修 会 4

66 そ の 他 諸 会 議 2 1 1

67 各 単 位 会 ､ 他 団 体 会 議 ･ 催 事 ､ 視 察 2 1 2 1 1 1 3 1 1

68 本 会 見 学 研 修 ( 中 学 生 来 館 ) 2

69

70

計 6 11 6 3 2 8 2 8 10 5 3 5

合 計 24 16 19 12 8 17 8 13 18 10 8 13

【報告事項】 平成20年度各種会議等開催一覧表 №２
総会資料P18
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平成21年度･22年度 役 員 名 簿

役 職 担 当 部 氏 名

会 長 宮 下 照 也

副会長 総 務 部 担 当 上 原 兼 雄

〃
財務・広報部担当兼
財 務 部 長

上 島 孝 雄

〃 業務研修部担当兼
業 務 研 修 部 長 芦 澤 文 博

理 事 財 務 部 次 長 中 塚 憲

〃 総 務 部 長 荒 井 正 行

〃 総 務 部 前 田 博 志

〃 〃 武 井 邦 夫

〃 〃 竹 内 喜 英

〃 業 務 研 修 部 次 長 菅 澤 徹 夫

〃 業 務 研 修 部 佐 藤 惠 明

〃 〃 海 野 正 寿

〃 〃 蓑 輪 佳 明

〃 〃 金 田 政 孝

〃 〃 丸 山 和 重

〃 広 報 部 長 松 本 誠 吾

〃 広 報 部 北 澤 正 夫

〃 〃 伊 藤 正 彦

監 事

代 表 監 事 小池 憲造

監 事 村松 誠一

〃 宮本 恒政

綱紀委員会

委 員 長 小泉 栄一

副 委 員 長 井口 正義

市川 義雄

宮下 和美

中川 郁雄

井出 勇

深澤 臣夫

支部長会

長野 寺島 範昭 議 長

松本 青木 完氏 副議長

飯山 清水 明夫

上田 久保田勝芳

佐久 塩川 靖雄

諏訪 堀口 隆

伊那 関 昭夫

飯田 宮下 富男

木曽 越取 淳一

大町 藤原 賢司
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第66回日本土地家屋調査士会連合会の定時総

会が、６月15日・16日の二日間にわたり、東京

新宿の京王プラザホテルで行われました。日調

連の総会は、代議員制がとられています。総会

の構成員は、全国単位会の会長と代議員（会員

数により長野は２名）、連合会の正副会長と理

事の総勢186名で構成されます。長野会からは、

宮下会長、上原・上島両副会長と私の４名が出

席しました。

平成20年度の事業報告、一般・特別会計収支

決算報告、平成21年度の事業計画、会費の値上

げにより総額５億５千万円超となった一般会計

予算等が審議され可決決定しました。事業報告

や本年度の計画については、調査士業務の根幹

に係ることから連合会の姿勢にまで及ぶ数多く

の意見、質問、要望等が事前に寄せられていて、

時間が足りないほど活発な議論が行われました。

また、「会員のさらなる倫理意識の高揚と品位

の向上を図り、土地家屋調査士法第２条に規定

される職責を果たすため」という趣旨のもと、

『土地家屋調査士倫理規程』が総会決議となり

ました。

本年度は役員の改選期です。各ブロック推薦

による副会長４名、理事21名、監事３名につい

ては定数ということで決定しましたが、会長に

は現会長の松岡直武氏と副会長の下川健策氏の

２名が立候補し選挙となりました。所信表明演

説では、両候補とも土地家屋調査士の業務や制

度の発展と、専門資格者としての責任と社会貢

献について訴えていました。全国ブロック代表

で組織された選挙管理委員会のもと、初日に総

会の構成員186名による厳正な投票が行われ、

２日目の開票の結果、松岡氏98票、下川氏87票

（無効票１票）の僅差で松岡氏が当選し、３期

目の会長に決定しました。長野会からは、関東

ブロックの推薦で中塚憲さん（伊那支部）が理

事として承認されました。中塚理事には、長野

会の財務担当理事と兼任で大変かと思いますが、

持ち前の若さとバイタリティーで長野会とのパ

イプ役として、また全国の土地家屋調査士のた

めに頑張ってくれるよう期待します。

議事に先立って行われた式典では、法務行政

の円滑な運営と土地家屋調査士制度の発展に寄

与した功績で、全国で19名の方が法務大臣表彰

を受けられました。長野会では、元副会長の若

林直之さん（上田支部）が森英介法務大臣より

表彰状を授与されました。

例年この時期に全国の会員の応募による写真

コンクールも開かれ、総会会場のロビーに展示

されます。元長野会会長で現相談役の太田正人

さん（松本支部）の「願いをこめて」が、見事

最高賞の連合会長賞に輝きました。太田さんは

何度もこのコンクールに入選され、昨年も銀賞

となり日調連会報の表紙を飾っていますが、今

回は最高の会長賞受賞ということです。また、

同じく松本支部の古幡 郎さんの「渓流に咲く

花」も昨年に続き銅賞を獲得されました。お二

人とも、おめでとうございました。

前日調連理事 芦 澤 文 博



「日調連理事に就任して」

日調連理事 中 塚 憲
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日本土地家屋調査士会連合会には23人の理事

がいます。各会から１名ではなく、各ブロック

から推薦を受け総会で選考される21名に、常勤

の専務理事、常務理事各１名を加えた23名で構

成されています。関東ブロック11会からは７名

が候補として挙がり、私も６月15日、16日の第

66回定時総会で連合会理事の１人として選考さ

れました。

本会理事としては２期目となります。１期目

は小出会長の下で業務研修部に配属され、境界

鑑定委員と表示登記研究委員を務めました。引

き続き今期は、宮下会長の下で、財務部次長と

して務めさせていただきます。

少し自己紹介をします。私は養子に入った中

塚家が土地家屋調査士を生業にしていたことか

ら、この資格を目指しました。試験合格が平成

３年、登録は平成４年です。この業界にお世話

になって18年、年齢は49歳になります。所属支

部は伊那支部です。

本会の理事会もそうですが、連合会の理事会

は「礼に始まって礼に終り」ます。総会閉会の

直後の初顔合わせも、７月１日、２日に連合会

館で行われた第２回（役員改選後では初回）理

事会も最初と最後に起立して礼をしました。連

合会の理事会が２日に渡るのは、総会と同様、

北は北海道、南は九州から理事が集合するため

で、１日目は午後、２日目は午前中が理事会に

あてられ、２日目の午後は各部会にあてられる

ことが多いようです。

さてこの理事会において、私は広報部に配属

されました。連合会報「土地家屋調査士」の編

集や制度広報を担当する部署です。担当副会長、

部長、次長、私のを入れて４名に、連合会事務

局から２名、全国の広報部員数名という体制で、

具体的に何をしているかは「Ｅメールマンスリー」

（これも広報部の担当ですが）を読んでみてく

ださい。このほか来年に迫った制度制定60周年

にかかる記念事業も、準備委員会や実行委員会

とともに広報部の担当となっています。

こんな節目の時期に、経験の浅い者に何がで

きるのか、ほんとうに「未知数」としかいいよ

うがありませんが、自分としてやれる範囲で努

力をしてみようと思います。

よろしくお願いいたします。



法務大臣表彰受賞にあたり

上田支部 若 林 直 之
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【皆様に感謝】

受賞に一つの区切（引退か、引退の肩たたき

か）があるとすれば、今までどれだけの皆様に

お力添えを頂いた事だろうか。謹んで心より感

謝いたします。

【2009年６月15日の雑記】

受賞のため、１年ぶりの東京出張である。こ

の時期背広を着ての東京行きは、少し難儀であ

るが、今朝は６月にしては涼しく体に違和感は

ない。

どちらかと言うと、コーヒーはあまり飲まな

いほうであるが、新幹線でのモーニングコーヒー

は特別好きである。同乗者新役員３名も、私を

迎え入れてくれて、うれしい限りであった。

新宿駅に降りた時、３年前に定時総会の出席

もこれで最後かと開放感いっぱいで帰路

に着いたことをふと思い出した。が、京

王プラザホテルの会場に足を踏み入れた

とたん、いきなり現役に戻ったかの錯覚

さえ覚えた。そこに、力強い未来を感じ

た。

受賞者19名の内、最後で名前を呼ばれ

ての受賞であった。ワカバヤシの姓はそ

のてんは気が楽である。19名の内に、何

人かは挨拶を交わす仲間が居て時の流れ

を感じた。

【今までの事】

まったくの私事で恐縮であるが、私は戦後の

昭和21年１月中国満州で生まれ、その年の８月

引き上げてきた。（きたそうである）

未だに胎教のせいか、戦争（落下傘部隊）の

夢を良く見る。それから、63年と少しの時間を

生き、土地家屋調査士を職業として生活をして

きた。

そして時の悪戯か、本会役員（業務研修担当）

を仰せ付かり、不登法改正、ADR設立時に出

会したが、聡明な仲間に支えられ、懸命に勉強

してきた事が今でも大きな財産になっている。



長野地方法務局長表彰を受賞して

松本支部 南 百 瀬 正
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た。改めて考えると自分ながらびっくりしてし

まいます。

折からわが業界は激しい変化の時代を迎えて

おり、時に戸惑うこともあるし、ついぼやきた

くなる場面にも遭遇します。しかしこれを「外

から押しつけられた変化に何とか対応して行か

なくては」と捉えるのは精神衛生に良くありま

せんから、できるだけ前向きに取組んでいきた

いものです。そして技術や制度の変化に対応し

つつ、変化しないものの方にも十分目を配るこ

とが大切ではないかと、やや負惜しみ気味なが

ら思っております。

改めて御礼申しあげますとともに、今後とも

一層のご指導をお願い申しあげる次第です。

この度、定時総会において長野地方法務局長

表彰をいただき、まことに有難くお礼申し上げ

ます。開業して20数年、年数は経ましたが、法

務行政に寄与したかどうかとなると、はなはだ

疑問です。何はともあれ法務局、土地家屋調査

士会の皆様のおかげであり、感謝申し上げます。

去る５月22日開催された第61回定時総会にお

いて７名の会員に東京法務局長表彰が授与され、

私もその一人として受賞の栄に浴しました。大

変光栄に思いますとともに、これまでお世話に

なって参りました皆様に感謝し厚く御礼申し上

げる次第でございます。

当日の式典では大町支部の藤原会員が受賞者

を代表して意を尽した謝辞を述べて下さり、何

も付け加えるべき言葉がないのですが、会報に

感想を寄せよとのご下命ですのでいささかの感

懐を書かせて頂きます。

表彰の対象になるというようなことは全く考

えておりませんでしたので、まずは驚いたと言

うのが率直なところでした。そして来し方を顧

みると、果して私が受賞に値するのだろうかと

いう忸怩たる思いが湧くのですが、この表彰を

叱咤と受けとめ精進の糧とさせて頂きたいと考

えております。

受賞にあたっての今ひとつの感想は、まこと

に平凡ですが、月日の経つのは早いなあという

ことです。開業からいつしか30年を過ぎ、その

自覚もないまま既にベテラン組になっていまし

東京法務局長表彰を受賞して

上田支部 竹 内 睦 夫



連合会長表彰を受賞して

松本支部 青 木 完 氏
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開業した頃、同時期に開業した仲間５人のグ

ループが出来ました。気の合う仲間に恵まれ、

例会は月１回、目的は飲み会でしたが、毎回、

調査士業務の話に終始しました。それぞれに得

意の分野があり、困ったときには誰かに聞けば

大概のことは解決できました。教えたり教わっ

たりする中で感じたことは、自分ひとりの知識

なぞ微々たるもので、ひとつ教えることで５人

いれば５倍になって返ってきました。おかげで

ずいぶん多くのことを学ぶことができました。

最近は例会もちょっと休憩の状況になってい

ますが、今は調査士業務の内容も変わり、与え

られた業務の幅も広がり、より高度な判断を求

められております。調査士の業務の急激な変化

に対応していくためには、また以前のような、

一人ではなく５人分のパワーが必要ではないか

と思っています。特に境界に関する問題等は、

この度第61回定時総会式典において、連合会

長表彰の受賞を賜り、身に余る光栄と心から感

謝申し上げます。

昭和52年に登録以来32年にわたり、地域の皆

様より仕事の依頼を受け、報酬を頂き、長く業

務をして来ただけなのにと、ちょっぴり心苦し

くもあります。大した苦情もなくここまで来れ

たのも、今は亡き先輩の調査士、会員の皆様、

法務局の皆様のおかげと感謝申し上げます。

振り返ってみれば30年程前の地積測量図は、

単に分筆の面積を出す為だけのものであり、今

は筆界の位置の特定ができるものに変わりまし

た。調査報告書も30年間保存となり、筆界特定

等の事件の参考にする重要な資料となり、調査

士業務が益々重要視されることとなりました。

今後も自分が責任を持てる業務をしなくてはと、

再確認をしているところであります。

この４月から私も松本支部長となりました。

微力ながら会の発展に努力する所存であります。

今後も皆様のご指導とご支援をお願いして、感

謝の言葉といたします。

長年の経験を持ち寄り豊富な事例を共有するこ

とで、より的確な判断ができるものと思ってい

ます。

ここまで調査士会、先輩、グループの皆さん

に助けられ、また屁理屈を聞いていただき、長

年業務をつづけることが出来ました。ありがと

うございました。
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第22回長野県土地家屋調査士会親睦ゴルフ大

会が、総会翌日の５月23日11組44名の参加をい

ただき、松本カントリークラブにて開催されま

した。

当番支部は木曽支部でしたが、人数が少なく

総会が松本市での開催ということで、松本支部

の応援を受け、ゴルフ場への対応、交渉、実行

計画、賞品の手配、会計決算等々何から何まで

大変お世話になりました。

この場を借りて再度御礼申し上げます。

当日は気温が高くなると予想されましたが、

実際はそうでもなく、快適なゴルフ日和となり

ました。

記念写真は、ゴルフをやらない松本支部の太

田先生に、わざわざご来場いただき、開会式の

とき撮影、そして表彰式の際には、全員に写真

を配布していただきました。あらためて感謝申

し上げます。

午前8時28分、アウト竹下ゴルフ同好会会長、

イン宮下本会会長の始球式のあと、優勝を目指

してそれぞれ同時スタートしていきました。

今回は、名門松カンということで、費用的に

ご負担が厳しかったと思いますが、広々とした

コースで、日頃のストレスの解消にもなったと

思いますし、なによりも会員同士の親睦が図ら

れたものと思います。

そんな中、参加いただけなかった支部もあり

ますので、年に一度の大会であり誘い合って是

非大会を盛り上げていただければと思います。

さて成績のほうですが、長野支部上原副会長、

優勝おめでとうございます。

アウト46イン40グロス86ネット72.8という立

派なスコアでした。

準優勝はアウト41イン38グロス79ネット73.0

で、合わせてベスグロも獲得の木曽支部の越取

さん（はじめに幹事だから遠慮しなさいと言っ

ておいたのに、ボールを見ると真剣になってし

まうんですね）、３位はアウト53イン56グロス

109ネット73.0で松本支部の竹澤さん、それぞ

れおめでとうございます。

また上位入賞の皆様、ドラコン、ニアピンコ

ンテストにおいては、普段の実力を発揮され獲

得された皆様、それぞれおめでとうございます。

参加された皆様は、ゴルフに真剣に取り組み、

そのレベルの高さが伺われます。

またシニアと呼ばれる人たちにも多数参加し

ていただきました。

飯田支部の竹下同好会長はじめ伊那支部の西村

会員等々（年令のことを言っては失礼なのです

が）元気にその歳までゴルフができたらいいな

あと、個人的には思いました。

ゴルフはスコア、年令に関係なく楽しめるス

ポーツですので、次回以降の大勢の参加を期待

します。

ふつつかな幹事でありましたが、お許しいた

だき、御礼かたがた報告と致します。

木曽支部 奥 原 一 吉
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のスタート。酔いから覚めぬ内にグリーンでの

パター、午前中好調であったパターも意識と手

の動きが合わない。いつも思うことであるが、

あぁ飲まなきゃ良かった…。これが自分の実力

かと段々落ち込んでいる内にホールアウト、そ

れでも上がりはいつものとおりのスコアーに自

己満足しきりでありました。

全員がホールアウト後の表彰式で、ここ数年

松本支部の会員が優勝されており、私を含め長

野支部の会員が何とか優勝できないものかと期

待をしつつ発表を待っておりましたら、なんと！

私の名前が一番先に呼ばれ自分でもビックリ、

思わず心の中で「やったー！」。竹下同好会長

より、優勝カップを授与され、久々の優勝者の

感激を味わうことができました。

今回のゴルフ大会にあたり、色々ご苦労して

頂いた木曽支部並びに松本支部の会員の皆様に

心より感謝申し上げる次第です。

来年度の総会は長野開催であり、総会共々ゴ

ルフ大会に大勢の皆様の参加をお待ちしており

ます。

第22回親睦ゴルフ大会に優勝して

長野支部 上 原 兼 雄

第22回長野県土地家屋調査士会親睦ゴルフ大

会が松本カントリーで開催されました。当日、

本当にさわやかな五月晴れの中、参加人数44名

11組で会員同士和気藹々の中で行われました。

前日の定時総会後の懇親会、二次会、三次会

と睡眠不足の会員も、好きなことをやるとなる

と皆アスリートの顔になり、人間好きなことを

やるとなると顔つきも変わるものだと感心した

次第です。練習グリーンでのパター練習では、

真剣な様子を伺うことができました。

スタート時間も迫り、毎回、松本の太田先生

の御配慮により全員揃って記念写真の撮影を行っ

てから、アウト・インの両コースより第1組か

らスタートして行きました。

私は、インスタートの３組目で飯田支部のA

さん、松本支部のTさん・Aさんのお三方と御

一緒になりましたが、お三方共ゴルフ暦が長く、

かなりの上級者と聞いており、最大限迷惑をか

けないように考えスタートをきりました。

当日晴天の中、コース際に今が盛りに咲いて

いる蓮華つつじの赤や黄色の花を横目に見てコー

スレイアウトの素晴らしさに、

さすが名門コースと感嘆した

次第です。私自身、午前中は

思いのほか好スコアーが出て

自分でも意外でした。

上手な人達とするゴルフの

緊張感の賜物ではないかと自

己分析をしつつ昼食で例外な

く生ビールを軽くやり、午後
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平成21年６月19日（金）から20日（土）にか

けて毎年恒例の長野支部・支所の研修旅行があ

り私も参加させて頂きました。今年の旅行先は

立山黒部アルペンルートと宇奈月温泉で、また

小説「剱岳 点の記」が映画化された記念に剱

岳を見に行こうという事で参加したのは総勢28

名でした。

当日は長野駅に朝７時に集合し、最初の目的

地である黒部ダムへ向けのバスに乗車。白馬オ

リンピック道路を経由し立山黒部アルペンルー

トの長野県側の出発点である扇沢駅に到着。こ

こからトロリーバスに乗り換えて関電トンネル

を通過、途中「黒部の太陽」で有名な破砕帯も

バスの中から見て黒部ダム駅に到着しました。

ここから徒歩で黒部ダムを横断（残念ながら放

水はしていなかったものの高さ日本一のダムは

大迫力でした）、次の目的地である室堂へ向け

出発しました。ケーブルカー、立山ロープウェ

イ、トンネルバスを乗り継ぎ室堂にあるホテル

立山に到着、こちらで昼食となりました。こち

らのホテルは標高2450ｍにあり日本最高所にあ

るホテルだそうで、最高所で飲んだビールは最

高に美味しかったです。昼食後は出発まで少し

時間があったので室堂の周辺を散策しました。

辺りには残雪があり気候も下界とは違い肌寒かっ

たです。その後迂回して来たバスに乗り本日の

宿泊地である富山の名湯宇奈月温泉にある宇奈

月グランドホテルへ向かいました。宇奈月温泉

と言えば民法第１条第３項「権利の濫用」の判

例宇奈月温泉事件で有名ですが、こちらの温泉

はアルカリ性単純泉で疲労回復の効用があるそ

うでホテルに到着後さっそくその温泉に入り旅

の疲れがとれました。さて疲れもとれたところ

で夜の宴会となりました。宴会では地元富山の

海の幸、山の幸を堪能し大変盛り上がり一日目

は終了しました。

二日目は朝食後にまた温泉に入りホテルを出

発しました。ホテルを後にしてまず向かったの

は(株)生産技術のロボットミュージアムです。

こちらでは様々なロボットを見たりまた電動立

乗り二輪車のセグウェイに試乗しました。次に

富山名物のます寿司を買い物してから富山市役

所に到着しました。こちらの展望台からは昨日

越えて来た立山連峰と剱岳が霞んでいましたが

見えました。そしてお昼は鱈汁定食を食べ富山

を後にしました。

今回の旅行は心配された天候も二日とも晴れ

てとても良い旅となりました。最後になりまし

たが幹事様をはじめ皆様ありがとうございまし

た。

長野支部・支所研修旅行
長野支部 大 内 一 之

室堂平にて立山を背景に
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９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

玉

二

馬 三

銀

歩 四

馬

五

六

七

八

九

【ヒント】

打ち歩詰めを回避しながら攻めて下さい。

※解答は41ページにて掲載

（長野支部 北 原 匡 尚）

今回の詰将棋の問題図
会報春号の詰将棋の解答と解説

【解答】

▲２二角成、△同玉、▲３一角、△同

玉、▲３二飛、△同玉、▲５二飛成、

△３一玉、▲４二竜まで９手詰め。

【解説】

とにかく１三に逃がさないために▲

２二角成です。これは△同玉しかあり

ません。次も１三に逃がさないために

▲３一角と打ちます。△１二玉は▲３

二飛まで、△３二玉は▲４二歩成まで

ですから△同玉しかありません。次も

思い切って▲３二飛と捨てます。△４

一玉は▲４二歩成までですから△同玉

しかありません。ここで▲５二飛成と

すれば２二ヘはもう逃げられません。

４二に合い駒をしたいところですが、

無駄な合い駒は詰将棋の場合は、禁止

されていますから△３一玉と逃げるし

かありません。最後は▲４二竜として

とどめを刺します。大駒を３枚捨てて

見事に詰みました。



財務部・広報部の今年度の活動について

副会長・財務部長（広報担当） 上 島 孝 雄

今期は、財務担当兼部長・広報部担当副会長の役職を担当させて頂く事になりました。

財務部では、５月22日の第61回総会にて承認された予算に基づき中塚憲次長とともに、各部と協力して事

業計画を実行していきます。

不動産登記法改正にともない今年度に限らず本会の事業は、様々な事業計画があり適正かつ速やかに実行

していく必要があります。100年に一度といわれる昨年度後半からの経済の不安定な中、我々を取り巻く環

境は以前にまして厳しい状況にあり、一般経済の落ち込み・不動産取引の落ち込み・住宅着工数の落ち込み

による事件数の減少、又会員の減少等もあり前年度総務部を中心として本会の適切な会費のあり方を検討い

たしましたが、今年度も総務部とともに検討を重ねて行きたいと考えております。

ただ今年度は従来どおり定額会費と比例会費の２本立てです。とくに比例会費については、会則、証紙貼

用規定にあるように、適切な対応を引き続きお願い致します。

財務部として本会の会務運営に関し、収入・支出に対し健全財政を維持するためにも、各部と協力して予

算執行に努めてまいります。

広報部では、総会で承認された事業計画の会報編集・発行、ホームページの充実、制度啓蒙・広報活動の

実施、無料登記相談会の実施を実行します。松本誠吾部長、北澤正夫理事、伊藤正彦理事で対応しています。

土地家屋調査士の制度と業務の広報の重要性を再認識し、それぞれの実施に向けて速やかに対応していきま

す。

今年度も会員の皆様のご理解のもと、適切な対応・御協力をお願い致します。
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政治連盟に加入しましょう

政治連盟は調査士制度発展のために

力を尽くします

長野県土地家屋調査士政治連盟
会長 小 出 國 正

〒380－0872 長野市大字南長野妻科399番地2

電 話 026－232－4566

ＦＡＸ 026－232－4601
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長野県土地家屋調査士政治連盟 役員名簿

［平成21年・22年］

会 長 小 出 國 正

副 会 長 宮 下 照 也

幹 事 長 上 原 兼 雄

副 幹 事 長 各支部長（10名）

寺 島 範 昭（長野）

清 水 明 夫（飯山）

久保田 勝 芳（上田）

塩 川 靖 雄（佐久）

堀 口 隆（諏訪）

関 昭 夫（伊那）

宮 下 富 男（飯田）

青 木 完 氏（松本）

越 取 淳 一（木曽）

藤 原 賢 司（大町）

会 計 責 任 者 上 島 孝 雄

会 計 責 任 者

職 務 代 行 者
芦 澤 文 博

監 事 藤 森 英 俊 小 山 良 生

今回の詰将棋の解答と解説
【解答】

▲２三銀、△１三玉、▲２五桂、△同銀、▲１四歩、△同銀、▲２二銀不成、△１二玉、

▲２三歩成、△同銀、▲１三歩、△同局、▲１一銀成まで13手詰め。

【解説】

初手は▲２三銀です。△１三玉に対して▲１四歩と打ちたいのですが、打ち歩詰めの反則

です。▲１四歩を取ってもらうためにわざと▲２五桂と捨て守り駒をおびき寄せます。これ

には△同局もありますが、解答よりも２手．早く詰むので△同銀が正解です。（玉方はでき

るだけ長い手数で詰むように最善を尽くすのが詰将棋のルールです）次は▲２二銀不成とし

ます。△１二玉と逃げるしかおりません。ここでも▲１三歩と打ちたいのですが、またまた

反則になってしまいます。▲１三歩を馬に取ってもらうためにわざと▲２三歩成と捨てます。

これは△同銀しかありません。これで馬が１三に利きました。▲１三歩と打ち△同馬に▲１

一銀成として見事に詰みました。打ち歩詰めを回避するために、わざと玉方の守り駒の働き

を強くしてやるところがこの将棋のポイントです。
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第61回長野県土地家屋調査士会定時総会が５月22日松本市の美ヶ原温泉ホテル翔峰にて開催され

無事終了致しました。

本年は役員改選期に当り長年会長職として御苦労いただいた小出会長が退任し新会長には松本市

の宮下照也先生が選ばれました。

新執行部も宮下会長の元、一同張り切っております。

当広報部も昨年より準備しておりました制度制定60周年記念に向けての第Ⅷ系座標原点設置事業並

びに記念式典が目の前に迫り緊張しております。

この件に関しては昨年度より御苦労いただいた本

会の役員様、公嘱協会の役員様、南牧村の皆様が

一心に努力、協力して下さった賜物ですので皆様

方の期待を裏切らない為にも是非成功させたいで

すね。

本号から 新メンバーによる編集発行です。

不慣れで至らない面も多々あると思いますが一同

頑張りますので宜しくお願い致します。

広報部理事 北 澤 正 夫

新局長紹介

本会事務局の局長を紹介します。

関
せき

訓
のり

充
みつ

出勤日 平成21年４月１日

どうかよろしくお願いします。

記念碑の前で、新編集委員






